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アチック・ミューゼアムの水産史研究における 
「同時代的な布置」と「問題意識の多様性」
Correlation with Political/Economic Situation of the Same era and Diversity 






















































































































































（ノート第 10）、伊豆川浅吉『土佐鰹漁業聞書土予漁村探訪旅行報告 3』（ノート第 8）、藤木喜久麿






































































第 3部魚名に関する若干の考察』（常民研彙報第 55）を、翌 1945（昭和 19）年には渋沢敬三『日本












































































































　日本常民文化研究所は、1957（昭和 32）年に『日本水産史』を、翌 1958（昭和 33）年に『日本の
民具』を編集し、角川書店から出版した。これらは、渋沢敬三の還暦記念論集として編集されたも
ので、戦前のアチック・ミューゼアム同人らを中心に執筆された。以下の目次をみればよくわかる
が、アチック・ミューゼアムが推進した研究のうち水産史と民具研究を総括した内容であった。そ
の内容は、その後の『常民文化研究』、『常民文化叢書』として刊行されていく成果へと橋渡しされ
ていった。
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『日本の民具』目次
　水産史研究について総括した『日本水産史』の目次は、戦前に構想された『日本科学史　農学
（漁業）』（日本学士院明治前日本科学史刊行会）が強く意識されている。本書と同時期に編集され、
1958（昭和 33）年に刊行された『明治前日本漁業技術史』（日本学士院、写真 3）は、本来の『日本
科学史　農学（漁業）』により近い構成となっている。『明治前日本漁業技術史』のはしがきには、
「本書は、昭和三十三年度の文部省研究成果刊行費助成により刊行したものである。なお、この編
集費は、財団法人光華会（旧紀元二千六百年奉祝会）から全額支給されたものである」（ 5）。とあるよ
うに、本書は刊行されるはずであった『日本科学史』を再構成する意図のもと編集されたもので
あった。
写真 3 　『明治前日本漁業技術史』
の表紙
28
　第一編　釣漁技術史
　　第一章　序説
　　第二章　釣具の意義
　　第三章　釣漁法の分類と解説
　　第四章　釣鉤
　　第五章　釣糸
　　第六章　テグス
　　第七章　釣竿
　　第八章　ウキ
　　第九章　錘
　　第十章　天秤
　　第十一章　餌料
　第二編　網漁技術史
　　第一章　総説
　　第二章　原始的網漁
　　第三章　立切網漁
　　第四章　底網漁
　　第五章　浮網漁
　　第六章　建敷網漁
　　第七章　沖網漁
　第三篇　雑漁技術史
　　第一章　捕鯨技術史
　　第二章　氷上漁技術史
　　第三章　鵜飼漁技術史
　　第四章　簗漁技術史
　　第五章　筌漁技術史
　　第六章　魞漁技術史
『明治前日本漁業技術史』目次
　『明治前日本漁業技術史』は 680頁のボリュームのある書籍
であるが、『明治前日本漁業技術史』の内容を当初構想された
『日本科学史　農学（漁業）』と比較すると、その内容は「第三
編　各説」の「第一章　網漁業」「第二章　釣漁業」「第三章　
雑漁業」「第四章　採捕特殊装置」「第五章　捕鯨、氷上漁業そ
のほか特殊漁法」の一部でしかないことがわかる。
６．浮き彫りとなったふたつの課題
　筆者は渋沢水産史研究室同人らの活動は、渋沢敬三がアチッ
ク・ミューゼアムを軌道に乗せる過程で謳った＂ハーモニア
ス・デヴェロップメント＂の理想、すなわち異なる個性の相乗
効果によって高い次元で実現する研究のコミュニティ構築の、
実践の舞台であったと考えている。そしてそれが実際にどのようなものであったか、チームとして
の目標を共有する一方で、ひとり一人の若い知性が目指したものは何であったか。そして彼らはど
のような研究成果をあげたのかを具体的に確認してみたいという意図から、共同研究「戦前の渋沢
水産史研究室の活動に関する調査研究」に研究メンバーらと取り組んだ。
　この共同研究で実施した共同調査や、メンバーそれぞれの調査研究、研究会等における議論から
は、当初構想したものから大きく飛躍した論点が争点となっていった。それが冒頭でのべた次のふ
たつの論点である。
　ひとつは、「水産史研究の同時代的な布置」（図 2）である。時代の要請に応えつつ、自分たちの
めざす常民文化研究とどう折り合いをつけて行くか、特に戦時体制に向かっていくなかでは、それ
が極めて重要な要素であった。この点を再考することなしに、渋沢水産史研究室の研究を理解する
図 2 　アチック・ミューゼアムをめぐる同時代的布置
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アチック・ミューゼアムの水産史研究における「同時代的な布置」と「問題意識の多様性」
注
（ 1）渋沢敬三　1935「アチック根元記（一）」『アチックマンスリー』第一号より
（ 2）渋沢敬三は「ハーモニアスデヴェロープメント」と表記しているが、本稿では現在一般的な英語のカタカナ
表記として、「ハーモニアス・デヴェロップメント」で統一して表記する。
（ 3）掲載されている論考は『豆州内浦漁民史料』を用いた研究やその後の調査報告として、祝宮静「豆州内浦長
浜村概観」、山口和雄「近世豆州内浦大網漁業に於ける網度について」、櫻田勝徳「長浜村の五人組組織」、野沢
邦夫「長浜村網度日繰帳考説」、戸谷敏之「内浦雑考」が掲載されている。これらは、『豆州内浦漁民史料』の
「語彙編」および「参考篇」（いわば民俗編）の編纂を念頭に置いたものであったが、これらは最終的に刊行に至
らなかった。その他、伊豆川浅吉「越後三面川鮭漁業の史的考察」、楫西光速「明治年間に於ける枝条架製塩並
に機械製塩」、戸谷敏之「大津干鰯問屋仲間」、渋沢敬三「式内水産物需給試考」が掲載されている。
（ 4）内容は、日本の漁業史を俯瞰して論述した山口和雄「明治二十四年前後の我国漁業」、日本肥料史に位置づけ
た事例研究である戸谷敏之「江戸干鰯問屋仲間」、製塩釜と竈の発展について詳述した楫西光速「製塩業に於け
る釜竈の変遷」、紀伊半島の捕鯨研究の一環として鯨肉の流通について調査した伊豆川浅吉「近畿中部地方に於
ける鯨肉利用調査の報告概要」、宮木常一が『周防大島を中心としたる海の生活誌』刊行後の追加調査データを
ことは不可能である。アチック・ミューゼアムの研究を、民俗学史としてのみならず、同時代にお
ける歴史的、社会・経済的背景から冷静に分析する視点を、「水産史研究の同時代的な布置」から
検討する必要がある（ 6）。
　もうひとつは、「問題意識の多様性」である。渋沢水産史研究室に関わった若い彼らは、日本の
常民文化研究という旗印のもとに集い、日本科学史の一分野としての水産史を描き出す目的を共有
していた。しかし、彼らは別の研究者に置き換え不可能なほど、ひとり一人の個性において研究を
展開し、研究上の問題意識は決して一枚岩ではなかった。個別の問題意識が集まってはじめて、
ハーモニアスに響き合うことができたのであるが、それぞれの問題意識は同時代の研究状況を理解
するための材料ともなろう。
　図 2は、共同研究の最終報告会として開催した前掲の公開フォーラムのディスカッションで得ら
れたキーワードをまとめたものである。下部には、太文字でアチック・ミューゼアムが用いたさま
ざまな調査法を、細文字で研究対象を列記している。上部にはアチック・ミューゼアムの研究に重
要な影響を及ぼしたであろう同時代的な状況を列記した。
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まとめた「御立浦周防安下庄の変遷」、戸谷敏之の事例研究「長防風土記に現れたる肥料の研究」、『澁澤漁業史
研究室報告　第一輯』に掲載された内浦をフィールドとした論考を踏まえて羽原又吉が総括を試みた「豆州内浦
大網漁網度株制の発展と漁村生活との交渉」、継続的に内浦での調査と史料整理にあたっていた祝宮静による
「豆州長浜大網漁業に於ける網子の地位に就いて」、伊豆川浅吉が内浦の漁業史を詳述した「後北條氏時代を中心
としたる豆州内浦について」、水産史研究と「文献索隠」を融合させたような新しい試みとしての渋沢敬三「式
内水産物需給試考」である。
（ 5）日本学士院日本科学史刊行会編　1958、6頁
（ 6）こうした問題意識を共有できる研究として、橋村修　2016、丸山泰明　2013、由井常彦・武田晴人編　2015
などがある。
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